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緒
言

　

浄
土
宗
を
立
て
た
法
然
房
源
空
（
長
承
二
年
﹇
1
1
3
3
﹈
〜
建
暦
二
年
﹇
1
2
1
2
﹈）
が
没

し
て
か
ら
五
年
後
の
建
保
五
年
（
1
2
1
7
）、
源
空
と
そ
の
門
流
を
敵
視
し
て
い
た
山
門
は

五
月
日
付
「
請p

被i

殊
垂w　

天
察q

禁-w

刑
仏
法
怨
魔
成
覚
空
阿
弥
陀
仏
并
其
余
党q

停-u

止

彼
等
所p

立
宗y

子
細
状
」（
以
下
、「
本
状
」
と
称
す
）
を
上
奏
し
た
。
本
状
は
先
行
研
究
で
さ

ほ
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
源
空
死
没
直
後
に
お
け
る
そ
の
門
流
と
山
門
の
動
向
を
探
る

た
め
の
重
要
史
料
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

　

本
状
は
大
正
四
年
（
1
9
1
5
）
の
東
京
帝
国
大
学
編
『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
十
四
（
東

京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
）
に
載
録
さ
れ
ず
、
昭
和
三
年
（
1
9
2
8
）
の
滋
賀
県
編
『
滋

賀
県
史
』
第
五
巻
（
滋
賀
県
）
に
翻
刻
さ
れ
、
こ
れ
が
四
十
八
年
の
竹
内
理
三
編
『
鎌
倉
遺
文
』

古
文
書
編
第
四
巻
（
東
京
堂
出
版
）
に
「
延
暦
寺
大
衆
解
」（
二
三
一
五
）
と
し
て
転
載
さ
れ

た１
。ま
た
九
年
前
の
平
成
廿
七
年
（
2
0
1
5
）、平
雅
行
担
当
編
集
委
員
『
親
鸞
と
吉
水
教
団
』

（
真
宗
史
料
刊
行
会
編
『
大
系
真
宗
史
料
』
文
書
記
録
編
一
、
法
蔵
館
）
に
も
載
録
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、『
滋
賀
県
史
』
と
そ
れ
を
転
載
し
た
『
鎌
倉
遺
文
』
の
翻
刻
は
誤
脱
が
多
い
。『
親

鸞
と
吉
水
教
団
』
は
『
鎌
倉
遺
文
』
を
底
本
と
し
つ
つ
そ
の
誤
脱
を
京
文
本
『
三
院
衆
議
集
』

に
よ
り
校
訂
し
た
が
、
遺
漏
妄
改
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
大
系
と
し
て
の
制
約
が
あ
っ
た
と

は
言
え
、
校
記
の
な
い
校
文
だ
け
で
は
研
究
に
用
い
難
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
存
最
古
に
し
て
最
善
の
本
と
考
え
ら
れ
る
小
早
川
本
『
三
院
衆
議

帳
』
所
載
の
本
状
を
翻
刻
し
、
校
註
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
諸
本
に
つ
い
て
は
付
録
に

お
い
て
略
解
題
す
る
。

（
1
）　
『
滋
賀
県
史
』
は
典
拠
を
「
牒
状
類
聚マ
マ

」
と
し
て
本
状
と
元
徳
三
年
（
1
3
3
1
）
七
月
日
付
「
請
丁

殊
蒙w　

天
裁q

因-w

准
先
例q

依w

宮
仕
殺
害
公
人
刃
傷
科
条q

被
丙

処w

近
江
国
守
護
時
信
於
不
反
遠

流q

召-

乙

賜
下
手
人
等
於
衆
徒
中
甲

子
細
状
」
の
二
通
の
み
を
載
録
し
、『
鎌
倉
遺
文
』
も
ま
た
典
拠
を

「
牒
状
類
聚マ
マ

」
と
し
て
同
二
通
の
み
を
載
録
し
て
お
り
、
両
書
で
の
二
通
の
翻
刻
は
ほ
ぼ
完
全
に
一

致
す
る
。
そ
の
た
め
『
鎌
倉
遺
文
』
は
、
叡
真
本
『
牒
状
類
集
』
や
そ
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

明
治
廿
一
年
（
1
8
8
8
）
書
写
本
（
請
求
記
号
「
二
〇
一
五
‐
二
一
八
」）
で
な
く
、『
滋
賀
県
史
』

に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

凡
例

一 

、
正
文
は
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
小
早
川
文
庫
蔵
『
三
院
衆
議
帳
』
を
底
本
と
し
、「
叡

本
」
こ
と
叡
山
文
庫
真
如
蔵
蔵
『
牒
状
類
集
』
と
「
文
本
」
こ
と
京
都
大
学
文
学
研
究
科

図
書
館
蔵
『
三
院
衆
議
集
』
で
校
勘
し
た
。
な
お
、
三
本
に
あ
る
註
記
は
そ
れ
ぞ
れ
本
文

と
同
筆
。

一
、
字
体
は
原
則
と
し
て
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

一 

、
底
本
に
明
ら
か
な
誤
脱
が
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
改
め
ず
右
傍
に
波
線
を
施
し
て
脚

註
で
存
疑
す
る
の
み
と
し
た
。
例
外
と
し
て
、
昌
住
『
新
撰
字
鏡
』
十
二
巻
（
昌
泰
年
間

﹇
8
9
8
〜
9
0
1
﹈
成
立
）
の
天
治
元
年
（
1
1
2
4
）
書
写
本
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国

文
学
研
究
室
編
『
新
撰
字
鏡
天
治
本
』
増
訂
版
、
臨
川
書
店
、
1
9
6
7
）
に
見
え
な
い
字
な
ど
は

改
め
、
そ
の
右
傍
に
直
線
を
施
し
脚
註
で
校
記
し
た
。

一 

、
底
本
に
句
読
点
は
な
く
、
私
に
施
し
た
。
稿
者
は
句
点
を
頻
用
し
、
一
文
を
短
く
す
る

こ
と
を
好
む
。
た
だ
し
対
句
は
句
点
で
切
ら
ず
、
長
く
な
ろ
う
と
も
一
文
と
し
た
。
そ
の

た
め
、
幾
つ
も
の
読
点
で
切
ら
れ
つ
つ
も
句
点
で
切
ら
れ
て
い
な
い
長
い
一
文
が
あ
れ

ば
、
読
者
は
対
句
で
な
い
か
と
疑
う
べ
き
で
あ
る
。
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校
註

延
暦
寺
大
衆
法
師
等
誠
惶
誠
恐
謹
言

請
被
殊
垂　

天
察
、
禁
刑
仏
法
怨
魔
成
覚１
空
阿
弥
陀
仏
并
其
余
党
、
停
止
彼
等

所
立
宗
子
細
状

右
、
謹
考２
𢮦
案
内
、
漢
明
皇
帝
異
域
之
賢
王
也
、
感
金
人
於
一
夢
、

欽
明
天
皇
吾
国
之
聖
主
也
、
得
銅
像
於
百
済
。
遂
而
、
仏
日
耀
天
下
、
白
馬
之
教

徐
昌
、
法
水
流
海
東
、
班
鳩３
之
風
久
扇
。
自
爾
以
来
、
守
一
人
之
詔
勅
焉
、
闢
八

宗
之
本
基
矣
、
酬
四
依
之
誓
願
矣
、
弁
諸
教
之
浅
深
焉
。
詎
以
凡
庸
之
性
、
得
定

正
教
之
宗
。
爰
頃
年
以
往
、
有
一
少
子
、
名
曰
源
空
。
屡
課
魯
純
之
心
、
旁
宣
済

度
之
詞
。
邪
執
堅
結
、
誑
誕
甚
喧
。
謗
諸
宗
而
号
雑
行４
、
建
一
宗
而
称
専
修
。
領５

徒
宗６
而
成
群
、
誘
緇
素
而
有
数
。
其
謀
聞
于
四
明
之
上
、
其
欝
遍
于
諸
寺
之
間
。

終
議
子
細
、
早
達　

上
聞
之
尅
、
紫
泥
云７
降
、
丹
地
自
休
。
即
処
源
空
於
流
刑
、

加
流
類
於
大
僻８
。
謗
法
之
科
、
不
待
報
於
泉
下
矣
、
破
僧
之
罪
、
・
滅
身
於
世
上

焉９
。
然
今
、
有
成
覚
空
阿
弥
陀
仏
、
又
是
源
空
之
余
党
。
久
陶
染
邪
風
、
永
不
恐

罪
露
。
悪
行
超
於
祖
承
、
凶
謀
希
於
古
昔
。
彼
等
訛
言
曰
、「
時
過
正
像
、
世
及

澆
季
。
顕
密
諸
教
、
无
験
于
熏
修
、
弥
陀
一
教
、
纔
堪
于
利
物
。
或
修
定
恵
之
業
、

或
護
戒
律
之
儀
、
皆
是
雑
行
、
其
功
難
成
。
已
当
経
道
滅
尽
之
期
、
可
謂
余
教
隠

没
之
時
。
又
欲
生
浄
土
者
、
宜
造
悪
業
也
。
恐
而
不
造
、
還
疑
悲
願
」
云
云
。
奸

言
尤
周
広
、
妄
誕
難
陳
窮
。
略
取
其
詮
、
大
底
在
斯
歟
。
今
就
経
論
之
諸
文
、
重

案
像
末
之
勝
利
。『
観
无
量
寿
経
』
云
、「
当
来
之
世
経
道
滅
尽
、
我
以
慈
悲
特
留

此
経
、
止
住
百
歳
」
云
云
。『
西
方
要
決
』
引
此
文
畢
云
、「
如
来
説
教
潤
益
有
時
、

（
1
） 　
「
成
覚
」、
所
謂
成
覚
房
幸
西
な
り
。
案
ず
る
に
、
山
門
寧
く
ん
ぞ

仏
法
怨
魔
を
称
す
る
に
法
諱
を
以
て
せ
ず
し
て
房
号
を
以
て
せ
ん

や
。
舜
昌
『
四
十
八
巻
伝
』
云
く
、
比
叡
山
西
塔
南
谷
に
鐘
下
房
少

輔
な
る
も
の
有
り
、
生
年
卅
六
に
し
て
源
空
を
師
と
し
成
覚
房
幸
西

と
号
す
と
。
疑
ふ
ら
く
は
、
此
の
人
の
初
名
は
鐘
下
房
成
覚
に
し
て
、

成
覚
房
幸
西
は
こ
れ
後
名
か
。
考
ふ
べ
し
。

（
2
） 　
「
考
」、
底
本
此
く
の
如
く
、
叡
本
文
本
之
れ
無
し
。
案
ず
る
に
、

衍
か
。

（
3
） 　
「
班
鳩
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
当
に
「
斑
鳩
」
に
作

る
べ
し
。

（
4
） 　
「
雑
行
」、
底
本
文
本
此
く
の
如
く
、
叡
本
「
難
行
」
に
作
る
。
案

ず
る
に
、「
雑
行
」
是
な
り
。

（
5
） 　
「
領
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。『
新
撰
字
鏡
』
云
く
、「
領
」
は
治
む

る
な
り
と
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ざ
る
が
如
し
。
疑
ふ
ら
く
は
「
鍾
」

の
誤
か
。
同
書
云
く
、「
鍾
」
は
聚
む
る
な
り
と
。

（
6
） 　
「
徒
宗
」、
底
本
文
本
此
く
の
如
く
、
叡
本
「
徒
衆
」
に
作
る
。
案

ず
る
に
、「
徒
衆
」
是
か
。

（
7
） 　
「
云
」、
底
本
文
本
右
傍
に
「
コ
ヽ
ニ
」
と
小
書
す
。
案
ず
る
に
、

句
中
の
助
辞
な
り
。

（
8
） 　
「
大
僻
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
当
に
「
大
辟
」
に
作

る
べ
し
。
死
刑
を
謂
ふ
な
り
。

（
9
） 　
「
滅
身
於
世
上
焉
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
文
対
せ
ず
。

「
滅
」
上
に
一
字
を
脱
せ
る
か
。

（
10
） 　
「
余
教
」、
底
本
文
本
此
く
の
如
く
、
叡
本
「
余
経
」
に
作
る
。
案

ず
る
に
、「
余
経
」
是
な
り
。

（
11
） 　
『
西
方
要
決
』
云
く
、「
如
来
説
教
潤
益
有
時
、
末
法
万
年
余
経
悉
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末
法
万
年
余
教Ａ
悉
滅
、
弥
陀
一
教
利
物
偏
増
。
時
経
末
法
満
一
万
年
、
一
切
諸
経

並
従
滅
没
。
釈
迦
恩
重
留
教
百
年
、
爾
時
修
習
上
生
妙
土Ｂ
」云
云
。『
決
』
云
、「
時
・

末
法
満
一
万
年Ｃ
」。
当
知
余
経
悉
滅
之
期
、
指
於
末
法
万
年
之
後
。
是
以
『
善
見
律
』

云
、「
如
来
入
滅
之
後
、
五
千
年
之
間
、
行
而
得
四
聖
果
、
五
百
年
・
外Ｄ
、
学
而

不
得
聖
果
。
万
歳
之
後
、
経
書
滅
没Ｅ
」
云
云
。
経
律
之
誠
文
、
大
概
已
不
異
、
仏

法
之
止
住
、
両
説
尤
可
同
。『
法
華
』
云
「
於
末
法
中
」、『
仁
王
』
明
「
八
千
年
中
」。

唯
但
顧
信
心
之
厚
薄
、
不
可
疑
時
分
之
前
後
。
鶴
林
月
隠
、
遥
雖
隔
二
千
余
年
之

星
霜
、
鷲
峰
風
伝
、
豈
不
払
後
五
百
歳
之
塵
垢
。
況
於
如
来
出
世
、
聊
有
衆
典
不

同
。
若
以
衆
星
降
周
池Ｆ
之
祥
、
正
為
満
月
生
西
天
之
瑞
者Ｇ
、
尚
在
像
法
之
終
、
未

入
末
法
之
初
。
既
有
昭
王
荘
王
之
両
説
、
難
成
像
法
末
法
之
一
途
。
彼
等
、
不
知

大
教
流
行
之
時
節
、
猥
謗
諸
宗
随
縁
之
善
根
。
物
情
因
之
生
懈
怠
、
聖
教
為
之
招

陵
廃
。
妨
一
乗
之
化
縁
、
奪
衆
生
之
宿
福
、
惣
是
諸
宗
之
魔
障
、
別
又
吾
山
之
讐Ｈ

敵
也
。
定
恵
者
、
破
惑
賊
之
鉾
楯
、
戒
律
者
、
渡
愛
河
之
船
筏
。
謗
而
生
凶
孼Ｉ
、

方
可
堕
泥
梨
。
破
斎
戒
於
眼
前
、
結
楚
毒
於
夢
後
。
有
識
之
輩
悲
愍
銘
肝
。
加
之
、

依
善
悪
之
修
因
、
受
苦
楽
之
果
報
、
是
則
大
小
乗
之
常
談
、
豈
非
権
実
教
之
所
説

哉
。
恣
其
志
於
罪
悪
、
求
其
生
於
安
養
、
如
北
轅
而
適
楚
、
似
被
瓫
而
望
漢
。
以

善
雑Ｊ
念
仏
也
、
若
不
遂
往
生
之
素
懐
者
、
以
悪
雑
称
名
也
、
寧
又
期
来
迎
之
玄
応

乎
。
衆
悪
猶
待
懴
悔
之
風
、
万
善
何
隔
慈
悲
之
海
。
制
善
聴
悪
、
忤
理
失
旨
。『
観

无
量
寿
経
』
説
九
品
之
業
中
、
自
上
之
上
品
至
中
之
下
品
、
盛
挙
諸
善
、
兼
禁
衆

悪
、
於
下
品
之
三
輩
、
不
嫌
五
逆
、
无
簡
十
悪
。
彼
等
邪
執
、
起
自
此
説
歟
。
而

今
文
者
、
或
依
深
厚
之
宿
善
、
自
滅
極
重
之
罪
障
、
或
明
甚
深
之
観
恵
、
更
非
愚

賎
之
所
能
。
彼
等
不
知
機
縁
之
浅
深
、
偏
致
悪
業
之
勧
進
。
実
是
愚
夫
守
株
、
痴

滅
、
弥
陀
一
教
利
物
偏
増
、
大
聖
特
留
百
歳
。
時
経
末
法
満
一
万
年
、

一
切
諸
経
並
従
滅
没
。
釈
迦
恩
重
留
教
百
年
、
爾
時
修
因
上
生
妙
土
」

と
。

（
12
） 　
「
時
末
法
満
一
万
年
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、「
時
」

下
に
「
経
」
を
脱
せ
り
。

（
13
） 　
「
五
百
年
外
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
、
文

対
せ
ず
。「
百
」
は
当
に
「
千
」
に
作
る
べ
し
。
又
た
、「
年
」
下
に

当
に
「
之
」
を
補
ふ
べ
し
。

（
14
） 　
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
云
く
、「
於
五
千
歳
、
得
道
。
後
五
千
年
、
学

而
不
得
道
。
万
歳
後
、
経
書
文
字
滅
尽
」
と
。

（
15
） 　
「
周
池
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
当
に
「
周

地
」
に
作
る
べ
し
。
姫
周
の
疆
地
を
謂
ふ
な
り
。

（
16
） 　
『
魏
書
』
釈
老
志
、
費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』
の
説
な
り
。『
春
秋
』

荘
公
七
年
の
星
隕
を
以
て
釈
迦
降
誕
の
瑞
祥
と
為
す
。

（
17
） 　
「
讐
」、
底
本
文
本
「
雔
」
に
作
り
、
叡
本
「
雔
」
の
下
に
「
言
」

を
加
筆
す
。
案
ず
る
に
、「
雔
」
は
「
讐
」
の
略
体
な
り
。
今
正
体

に
改
む
。

（
18
） 　
「
凶
孼
」、
諸
本
「
凶

」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「

」は
字
書
に

見
え
ず
、「
孼
」
の
異
体
「
𧃯
」
は
「

」
に
似
た
り
。
故
に
改
む
。

（
19
） 　
「
雑
」、
底
本
文
本
此
く
の
如
く
、
叡
本
小
圏
点
を
施
し
て
右
傍
に

「
一
字
朽
損
」
と
小
書
し
上
欄
に
「
雑
歟
」
と
小
書
す
。

（
20
）　
「
痴
狗
逐
壌
」、
狂
狗
逐
塊
な
り
。

（
21
） 　
「
敢
」
上
、
底
本
「
取
」
字
有
り
、
字
中
に
「
ヽ
」
点
を
施
し
左

傍
に
「
ヒ
」
を
小
書
し
て
見
せ
消
ち
す
。

（
22
） 　
「
衆
言
」、
底
本
文
本
此
く
の
如
く
、
叡
本
「
衆
善
」
に
作
る
。
案

ず
る
に
、「
衆
善
」
是
か
。
藤
長
兼
『
三
長
記
』
元
久
三
年
二
月
卅

日
条
所
引
宣
旨
云
く
、
沙
門
遵
西
余
教
を
毀
破
し
衆
善
を
遏
妨
す

と
。「
言
」「
善
」
両
字
の
草
体
相
似
た
り
。

（
23
）　
「
緘
石
而
為
珍
」、
宋
愚
燕
石
な
り
。

（
24
） 　
「
湖
」、
諸
本
此
く
の
如
く
、
右
傍
に
底
本
叡
本
「
ウ
シ
ホ
ヲ
」
と
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狗
逐
壌Ｋ
之
謂
也
。
又
『
双
観
経
』
中
、
雖
説
「
一
向
専
念
无
量
寿
仏
」、
又
宣
「
修

諸
功
徳
願
生
彼
国
」。
豈
守
一
隅
、
敢Ｌ
捨
衆
言Ｍ
哉
。
頻
吐
謗
人
謗
法
之
言
、
以
為

上
品
上
生
之
業
、
宛
如
緘
石
而
為
珍Ｎ
、
亦
似
飲
湖Ｏ
而
厭
渇
。
因
茲
、
赴
其
化
者
、

先
誹
諸
教
、
入
彼
室
者
、
必
蔑
衆
人
。
多
年
受
持
之
経
巻
、
捨
而
无
再
取
、
一
生

奉
仕
之
尊
像
、
忌
而
不
復
拝
。
口
出
哀
音
、
永
背
理
世
之
風
化
矣
、
身
行
暴
虐
、

殆
成
治
国
之
蠧
害
焉
。
徒
為
貪
朝
露
夕
陽
之
身
命
、
専
狂
乱
子
城
辺
土
之
耳
目
。

非
啻
釈
門
之
怨
敵
、
兼
為
国
家
之
窃
盗
者
歟
。
抑
彼
成
覚
、
煽
邪
見
之
風
流Ｐ
、
換

正
教
之
露
点
。
奇
怪
之
至
、
何
事
如
之
。
仏
法
東
漸
之
後
、
数
百
箇Ｑ
歳
之
間
、
不

改
翻
訳
之
真
文
、
以
為
弘
通
之
勝
本
。
其
来
尚
矣
、
誰
加
添
削
。
就
中
彼
『
小
阿

弥
陀
経
』
者
、
慈
覚
大
師
、
振
麟
角
之
才
、
親
訪
清
凉Ｒ
山
之
遺
跡
、
操
象
牙
之
曲
、

面
伝
安
養
国
之
余
音
。
鎮
修
常
行
三
昧
之
勝
業Ｓ
、
遥
萌
往
生
九
品
之
良
因
。
熏
修

及
数
百
箇
歳
、
遵
行
周
六
十
余
州
。
声
音
久
伝
于
今
、
文
字
无
改
于
昔
。
培
塿
不

戴
松
、
絹Ｔ
露
无
浮Ｕ
船
。
争
促
蚊
起Ｖ
之
情
、
恣
凌
龍
象
之
跡
。
何
況
、
上
自
一
人
下

覃
庶
官
、
遠
列
白
衣
之
弟
子
、
各
凝
丹
棘
之
心
神
。
今
改
大
師
諷
誦
之
経
者
、
豈

非
末
学
弘
通
之
歎
哉
。
早
召
賜
其
印
板
、
可
糺
定
彼
文
字
。
緇
素
若
用
改
定
本
者
、

臣
主
必
糺
紕
繆
之
甚
矣
。
念
仏
則
万
行
衆
善
之
根
本
、
弥
陀
是
四
種
三
昧
之
所
依
。

称
名
礼
讃
、
誰
生
誹
謗
、
恭
敬
供
養
、
可
尽
信
心
。
依
悪
凶
類
之
妄
誕
、
頗Ｗ
致
禅

侶
之
訢
詔Ｘ
。
於
戯
、
習
俗
之
為
常
也
、
濫
吹
漸
盈
于
夷
夏
、
邪
法
之
易
染
也
、
愚

蒙
永
迷
於
津
梁
。
雲
客
月
卿
、
屡
信
其
偽
説
、
農
夫
田
人
、
多
伴
彼
濫
行
。
弥
及

末
代
之
流
者
、
定
累
後
昆
之
過
歟
。
此
時
若
不
禁
者
、
将
来
・Ｙ
可
愐Ｚ
也
。
然
則
早

被
処
張
本
於
大
僻ａ
、
加
余
党
於
進
過
、
停
止
所
立
之
宗
、
禁
遏
非
法
之
行
者
、
挙

国
守
末
、
毎
人
勤
本
、　
　

皇
遵ｂ
永
延
、
仏
法
繁
昌
、

小
書
す
。
案
ず
る
に
、
当
に
「
潮
」
に
作
る
べ
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、

潤
ひ
を
欲
し
て
海
水
を
飲
み
、
而
し
て
益
ま
す
渇
く
が
如
し
。

（
25
） 　
「
風
流
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
当
に
「
門

流
」
に
作
る
べ
し
。

（
26
） 　
「
箇
」、
底
本
文
本
「
ケ
」
に
作
り
、
叡
本
「
箇
」
に
作
る
。
案
ず

る
に
、「
ケ
」
は
「
箇
」
の
略
体
な
り
。
今
正
体
に
改
む
。

（
27
） 　
「
凉
」、
底
本
「
𡌿
」
に
作
り
、
叡
本
「
凉
」
に
作
り
、
文
本
「
𡌿
」

に
作
り
右
傍
に
「
涼
カ
」
と
朱
筆
小
書
す
。
案
ず
る
に
、「
𡌿
」
は

字
書
に
見
え
ず
、
当
に
「
凉
」
に
作
る
べ
し
。
故
に
改
む
。

（
28
） 　
「
業
」、
底
本
叡
本
「
業
」
に
作
り
右
傍
に
「
縁
」
と
小
書
し
、
文

本
「
縁
」
に
作
る
。

（
29
） 　
「
絹
」、
底
本
正
文
此
く
の
如
く
に
し
て
右
傍
に
「
涓
歟
」
と
小
書

し
、
叡
本
「
絹
」
に
作
り
、
文
本
「
涓
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
涓
」

是
な
り
。

（
30
） 　
「
浮
」、
底
本
「

」
に
作
り
、
叡
本
文
本
「
浮
」
に
作
る
。
案
ず

る
に
、「

」
は
字
書
に
見
え
ず
、
当
に
「
浮
」
に
作
る
べ
し
。
故

に
改
む
。

（
31
） 　
「
起
」、
諸
本
此
く
の
如
く
、
文
本
右
傍
に
「
虻
歟
」
と
小
書
す
。

案
ず
る
に
、
当
に
「
虻
」
に
作
る
べ
し
。

（
32
） 　
「
頗
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ざ
る
が
如
し
。

疑
ふ
ら
く
は
「
頻
」
の
誤
か
。
是
れ
よ
り
前
に
山
門
仙
洞
に
訴
へ
て

聴
さ
れ
ざ
り
し
こ
と
、
藤
定
家
『
明
月
記
』
同
年
三
月
廿
九
日
条
に

見
ゆ
。

（
33
） 　
「
訢
詔
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
当
に
「
訴
訟
」
に
作

る
べ
し
。
中
世
「
訴
訟
」
を
書
す
る
に
両
字
の
異
体
「

䛇
」
を
以

て
し
、
而
し
て
誤
写
し
「
訢
詔
」
と
為
す
こ
と
有
り
。

（
34
） 　
「
可
」
上
、
底
本
文
本
此
く
の
如
く
、
叡
本
「
方
」
有
り
。
案
ず

る
に
、
当
に
「
方
」
を
補
ふ
べ
し
。

（
35
） 　
「
愐
」、
諸
本
「

」
に
作
り
、
右
傍
に
底
本
叡
本
「
メ
ク
ム
」
と

小
書
し
文
本
「
ス
ク
ム
」
と
小
書
す
。
案
ず
る
に
、「

」
は
字
書
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鳳
池
浪
清
、
月
浮
千
秋
之
景
、　

仙
洞
風
静
、
松
呼
万
歳
之
声
。
衆
徒
等
誠
惶
誠

恐
謹
言
。

　

建
保
五
年
五
月
日

に
見
え
ず
、
今
「
靣
」
は
「
面
」
の
異
体
な
る
を
以
て
改
む
る
こ
と

此
く
の
如
し
。『
新
撰
字
鏡
』
云
く
、「
愐
」
は
訓
じ
て
不
介
留
、
又

た
女
古
牟
と
為
す
と
。
不
介
留
は
耽
る
な
り
、
女
古
牟
は
恵
む
な
り
。

知
る
べ
し
、
愐
は
湎
に
通
じ
又
た
恤
に
通
ず
る
を
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、

若
し
今
偽
説
濫
行
を
禁
ぜ
ざ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
後
昆
之
れ
に
耽
湎
せ

ん
と
。
然
れ
ど
も
、
後
人
誤
り
て
愐
の
意
を
以
て
恵
恤
と
為
し
「
メ

ク
ム
」
と
付
訓
せ
り
。

（
36
）　
「
大
僻
」、
前
に
同
じ
。

（
37
） 　
「
皇
遵
」、
諸
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ざ
る
が
如
し
。

疑
ふ
ら
く
は
「
皇
運
」
の
誤
か
。
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『
三
院
衆
議
帳
』『
三
院
衆
議
集
』『
牒
状
類
集
』
略
解
題

　

本
稿
で
校
註
に
用
い
た
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
小
早
川
文
庫
蔵
『
三
院
衆
議
帳
』（
請

求
記
号
「
三
一
九
・
六
‐
Ｓ
ａ
」、
登
録
番
号
「
八
二
四
九
二
八
」。
以
下
、「
小
早
川
本
『
三
院
衆
議
帳
』」

と
称
す
）
と
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
『
三
院
衆
議
集
』（
請
求
記
号
「
国
史
‐
そ
七
‐

六
」。
以
下
、「
京
文
本
『
三
院
衆
議
集
』」
と
称
す
）、
叡
山
文
庫
真
如
蔵
蔵
『
牒
状
類
集
』（
請
求

番
号
「
真
如
蔵
書
内
典
三
九
‐
一
一
‐
一
六
六
二
」。
以
下
、「
叡
真
本
『
牒
状
類
集
』」
と
称
す
）
は
、

昭
和
四
十
（
1
9
6
5
）、
四
十
二
年
刊
行
の
『
国
書
総
目
録
』
第
三
、
第
五
巻
（
岩
波
書
店
）

に
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
学
界
で
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
三
書
所
載
の
文

書
の
多
く
は
未
だ
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
付
録
と
し
て
、
三
書
三
本

や
そ
の
所
載
文
書
の
大
略
を
紹
介
す
る
。

　

小
早
川
本
『
三
院
衆
議
帳１
』（
内
題
な
し
、
書
名
は
外
題
打
ち
付
け
書
き
に
よ
る
）
は
装
釘
四
針

眼
線
装
、
員
数
一
巻
一
冊
、
紙
数
四
十
八
丁
（
表
表
紙
あ
り
裏
表
紙
な
し
、
丁
付
あ
り
﹇
除
く
第
四

十
二
、
第
四
十
八
丁
﹈）、
奥
書
や
識
語
な
し
で
、
次
の
文
書
廿
六
通
を
載
せ
て
い
る
（
本
状
は
そ

の
第
三
）。
な
お
、
同
本
で
は
各
文
書
（
除
く
第
廿
六
通
）
の
冒
頭
に
朱
筆
で
△
印
が
、
京
文
本

『
三
院
衆
議
集
』
で
は
朱
筆
で
○
印
ま
た
は
●
印
が
そ
れ
ぞ
れ
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　

1
元
亨
二
年
（
1
3
2
2
）
壬
申
五
月
十
三
日
、
政
所
衆
会
議
曰
（
一
オ
〜
ウ
）

　
　

2 

元
亨
三
年
（
1
3
2
3
）
十
一
月
日
、
延
暦
寺
三
千
大
衆
法
師
等
誠
惶
誠
恐
謹
言
「
請

特
蒙　

天
裁
因
准
先
例
被
遂
当
年
祭
礼
子
細
状
」（
二
オ
〜
四
オ
）

　
　

3 

建
保
五
年
（
1
2
1
7
）
五
月
日
、
延
暦
寺
大
衆
法
師
等
誠
惶
誠
恐
謹
言
「
請
被
殊

垂　

天
察
禁
刑
仏
法
怨
魔
成
覚
空
阿
弥
陀
仏
并
其
余
党
停
止
彼
等
所
立
宗
子
細
状
」

（
四
ウ
〜
九
ウ
）

　
　

4 

元
徳
三
年
（
1
3
3
1
）
七
月
日
、
延
暦
寺
三
千
大
衆
法
師
等
誠
惶
誠
恐
謹
言
「
請

殊
蒙　

天
裁
因
准
先
例
依
宮
仕
殺
害
公
人
刃
傷
科
条
被
処
近
江
国
守
護
時
信
於
不
反

遠
流
召
賜
下
手
人
等
於
衆
徒
中
子
細
状
」（
一
〇
オ
〜
三
ウ
）

　
　

5 

元
徳
三
年
（
1
3
3
1
）
六
月
日
、
自
多
武
峰
寺
牒
状
、
妙
楽
寺
牒
延
暦
寺
衙
「
欲

特
被
決
僉
議
為
当
寺
被
加
推
轂
力
興
福
寺
衆
徒
結
梟
悪
狼
籍マ

マ

意
趣
致
当
寺
滅
亡
不
叶

理
致
无
謂
子
細
事
」（
一
四
オ
〜
ウ
）

　
　

6 

元
徳
三
年
（
1
3
3
1
）
七
月
日
、
返
牒
、
無
動
寺
牒
多
武
峰
衙
「
来
牒
一
紙
」（
一

五
オ
〜
六
オ
）

　
　

7 

元
徳
三
年
（
1
3
3
1
）
八
月
日
、
又
自
多
武
峰
寺
遣
之
事
書
、
多
武
峰
寺
衆
徒
等

集
会
議
曰
「
被
相
触
山
門
院
〻
谷
〻
可
有
厳
密
之
由
可
触
申
无
動
寺
事
」（
一
六
オ
〜

七
オ
）

　
　

8
元
徳
三
年
（
1
3
3
1
）
六
月
廿
八
日
、
楞
厳
院
解
脱
谷
衆
議
云
（
一
七
ウ
〜
八
オ
）

　
　
　

※
叡
真
本
『
牒
状
類
集
』
は
三
年
で
な
く
「
二
年
」
に
作
る

　
　

9 

元
応
二
年
（
1
3
2
0
）
十
月
〻マ

マ

、
政
所
三
塔
集
会
議
曰
「
重
可
被
相
触
寺
家
事
」（
一

八
ウ
〜
二
〇
オ
）

　
　

10 

元
亨
元
年
（
1
3
2
1
）
四
月
〻マ

マ

、
政
所
三
塔
集
会
議
曰
「
重
可
被
相
触
寺
家
事
」（
二

〇
ウ
〜
二
オ
）

　
　

11
日
付
事
書
な
ど
な
し
（
二
一
ウ
〜
二
オ
）

　
　
　

※ 

書
き
出
し
「
右
、
先
聖
尼
父
之
教
魯
堂
也
、
三
千
之
弟
子
同
孝
道
、
太
宗
皇
帝
之

治
唐
室
也
、
十
八
儒
士
開
政
途
」

　
　

12
右
今
月
〻
日
、
衆
議
曰
（
二
二
ウ
〜
三
ウ
）

　
　
　

※
書
き
出
し
「
当
山
者
顕
密
滂
流
之
冲
源
、
龍
象
群
居
之
奥
窟
也
」

　
　

13
日
付
事
書
な
ど
な
し
（
二
三
ウ
〜
五
オ
）

　
　
　

※ 

書
き
出
し
「
右
、
幼
而
入
学
焉
、
姫
公
之
礼
訓
溢
縹
嚢
、
人
能
弘
道
焉
、
仲
尼
之

格
言
盈
緗
怢帙

歟

」

　
　

14
元
徳
二
年
（
1
3
3
0
）
亖
月
日
、「
大
講
堂
供
養
之
」（
二
五
ウ
〜
七
オ
）

　
　

15 

元
弘
元
年
（
1
3
3
1
）
八
月
廿
二
日
、
教
覚
申
「
欲
為
礼
拝
講
結
衆
御
衆
議
神
輿

動
坐
張
本
可
有
糺
明
御
沙
汰
由
急
速
被
経
御　

奏
聞
状
」（
二
七
ウ
〜
九
ウ
）

 

（
以
上
十
五
通
、
叡
真
本
『
牒
状
類
集
』
と
重
複
）

　
　

16 

天
文
五
年
（
1
5
3
6
）
六
月
朔
日
、
大
講
堂
三
院
集
会
議
曰
「
可
早
為
山
務
沙
汰

被
献
覧　

天
聴
事
」（
三
〇
オ
〜
一
ウ
）

　
　

17 

天
文
五
年
（
1
5
3
6
）
六
月
朔
日
、
大
講
堂
三
院
集
会
議
曰
「
可
早
被
為
山
門
奉

行
沙
汰
達　

公
聞
事
」（
三
二
オ
〜
三
ウ
）

　
　

18 
天
文
五
年
（
1
5
3
6
）
六
月
朔
日
、
延
暦
寺
大
講
堂
三
院
集
会
議
曰
「
可
早
被
為

山
門
雑
掌
沙
汰
啓
達
教
王
護
国
寺
事
」（
三
三
ウ
〜
五
オ
）

　
　

19 

天
文
五
年
（
1
5
3
6
）
六
月
、
三
院
集
会
議
曰
「
可
早
被
達　

公
武
之
尊
聞
遍
相

触
諸
宗
事
」（
三
五
ウ
〜
七
オ
）

　
　

20 

天
文
五
年
（
1
5
3
6
）
六
月
朔
日
、
延
大
三
院
集
会
議
曰
「
早
可
被
為
山
門
雑
掌



建
保
五
年
五
月
日
付
山
門
奏
状
校
註
稿

（7）62

沙
汰
啓
達
園
城
寺
事
」（
三
七
オ
〜
八
ウ
）

　
　

21 

文
亀
元
年
（
1
5
0
1
）
十
一
月
、
園
城
寺
食
堂
若
輩
集
会
議
曰
「
早
可
被
啓
達
延

暦
寺
事
」（
三
八
ウ
〜
九
ウ
）

　
　

22 
文
亀
元
年
（
1
5
0
1
）
十
一
月
日
、
延
暦
寺
大
講
堂
集
会
議
曰
「
早
可
被
報
園
城

寺
事
」（
三
九
ウ
〜
四
〇
オ
）

　
　

23
天
文
八
（
1
5
3
9
）
六
月
二
日
、
於
金
宝
寺
三
院
集
会
議
曰
（
四
〇
ウ
〜
二
ウ
）

　
　

24 

山
木
等
相
論
鉾
楯
停
止
三
塔
連
署
、
文
安
弐
年
（
1
4
4
5
）
六
月
廿
五
日
、
大
講

堂
三
塔
集
会
議
曰
「
可
早
院
〻
谷
〻
融
邪
執
人
〻
箇
〻
住
興
隆
加
連
署
於
事
書
之
左

弁
至
要
於
題
目
之
右
事
」（
四
二
ウ
〜
五
オ
）

　
　

25 

天
文
九
（
1
5
4
0
）
八
月
廿
三
日
、
三
院
衆
議
曰
「
可
早
被
備
息
当
分
之
諍
論
続

而
為
後
規
向
後
惣
別
大
小
事
之
亀
鏡
事
」（
四
五
ウ
〜
七
ウ
）

 
（
以
上
廿
五
通
、
京
文
本
『
三
院
衆
議
集
』
と
重
複
）

　
　

26 

文
和
二
年
（
1
3
5
3
）
四
月
十
四
日
、
政
所
集
会
議
曰
「
早
為
寺
家
沙
汰
可
被
申

入
貫
首
事
」（
四
八
オ
〜
ウ
）

同
本
は
奥
書
が
な
い
も
の
の
、
江
戸
前
中
期
か
そ
れ
以
前
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
叡
山
文
庫
無

動
寺
蔵
蔵
の
文
政
七
年
（
1
8
2
4
）
豪
実
令
写
本
『
三
院
衆
議
帳
』（
請
求
番
号
「
無
動
寺
蔵

書
内
典
三
五
‐
一
一
‐
一
〇
三
五
」）
は
、
豪
実
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
「
堀
井
何マ

マ

内
所
持
之
古
写

本
」
を
書
写
さ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
豪
実
令
写
本
の
親
本
で
あ
る
古
写
本
と
は
、
小
早
川

本
『
三
院
衆
議
帳
』
で
な
か
ろ
う
か
。

　

京
文
本
『
三
院
衆
議
集
』（
内
題
な
し
、
書
名
は
外
題
と
内
表
紙
題
﹇
親
本
外
題
か
﹈
に
よ
る
）
は

装
釘
四
針
眼
線
装
、
員
数
一
巻
一
冊
、
紙
数
卅
八
丁
（
含
む
内
表
紙
一
丁
、
丁
付
な
し
）
で
、
小

早
川
本
『
三
院
衆
議
帳
』
所
載
文
書
の
前
廿
五
通
を
収
載
し
て
い
る
。
内
表
紙
と
奥
書
は
次

の
如
し
。

　
　

内
表
紙
「
八（

朱
筆
）

十
八

　
　
　
　
　
　
　

三
院
衆
議
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

首
楞
厳
院
記
」

　
　

奥
書　

「
右
一
冊
以
鶏
頭
院
厳
覚
闍
梨
本
令
書
写
之
訖

　
　
　
　
　
　
　

元
禄
二
年
已
已
仲
春
穀
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
足
院
法
印
覚
深
蔵
」

　
　
　
　
　

「
享
保
十
九
甲
寅
歳　

定
光
院
朗
賢
附
之
記
室２
」

　
　
　
　
　

「
右
叡
山
首
楞
厳
院
所
蔵

　
　
　
　
　
　

大
正
九
年
七
月
謄
写
」

奥
書
に
よ
れ
ば
、
京
文
本
『
三
院
衆
議
集
』
は
叡
山
首
楞
厳
院
蔵
本
を
大
正
九
年
（
1
9
2
0
）

に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
年
は
叡
山
文
庫
の
設
立
前
で
あ
る
た
め
、
同
文
庫
に

は
当
時
の
記
録
が
な
い
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
叡
真
本
『
牒
状
類
集３
』（
内
題
な
し
、
書
名
は
外
題
に
よ
る
）
は
装
釘
四
針
眼
線
装
、

員
数
一
巻
一
冊
、
紙
数
廿
七
丁
（
含
む
遊
び
紙
二
丁
、
丁
付
な
し
）
で
、
右
両
書
所
載
文
書
の
前

十
五
通
を
収
載
し
て
い
る
。

　
　

表
表
紙
「
第
九
番

　
　
　
　
　
　
　

牒
状
類
集 

元
亨
二
年
衆

会
議
等　
　　

全
」（
打
ち
付
け
書
き
）

同
本
は
奥
書
が
な
い
も
の
の
、
江
戸
中
後
期
の
写
本
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
三
書
に
は
明
ら
か
な
書
承
関
係
が
あ
り
、
恐
ら
く
『
牒
状
類
集
』
を
増
補
し
た
も

の
が
『
三
院
衆
議
集
』
で
あ
り
、『
三
院
衆
議
集
』
を
増
補
し
た
も
の
が
『
三
院
衆
議
帳
』

で
あ
ろ
う
。『
牒
状
類
集
』
に
あ
る
文
書
十
五
通
が
す
べ
て
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
り
、『
三

院
衆
議
集
』
で
そ
の
後
ろ
に
あ
る
文
書
十
通
が
す
べ
て
百
年
以
上
後
の
室
町
時
代
の
も
の
で

あ
り
、
そ
し
て
『
三
院
衆
議
帳
』
で
そ
の
後
ろ
に
あ
る
文
書
一
通
が
鎌
倉
時
代
よ
り
後
で
室

町
時
代
よ
り
前
の
南
北
朝
時
代
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
所
載
文
書
の
時
期
と
配
列
か
ら
そ

う
推
定
で
き
る
。
小
早
川
本
『
三
院
衆
議
帳
』
で
第
廿
六
通
の
冒
頭
に
の
み
朱
筆
の
△
印
が

施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
同
本
の
小
口
書
き
に
「
三
院
衆
議
集
」
と
あ
る
た
め
、
文
書
一

通
の
増
補
に
よ
り
同
本
の
外
題
が
「
三
院
衆
議
集
」
か
ら
「
三
院
衆
議
帳
」
に
改
め
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う４
。

　

た
だ
し
、『
牒
状
類
集
』
と
『
三
院
衆
議
集
』、『
三
院
衆
議
帳
』
の
三
書
に
つ
い
て
言
え

ば
第
三
者
が
最
も
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
叡
真
本
『
牒
状
類
集
』
と
京
文
本
『
三

院
衆
議
集
』、
小
早
川
本
『
三
院
衆
議
帳
』
の
三
本
に
つ
い
て
言
え
ば
第
三
者
が
最
も
古
い

と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
如
く
小
早
川
本
『
三
院
衆
議
帳
』
は
書
写
奥
書
が
な
い
も
の
の
、

料
紙
や
書
体
、
付
訓
な
ど
の
比
較
か
ら
、
大
正
九
年
書
写
本
で
あ
る
京
文
本
『
三
院
衆
議
集
』

だ
け
で
な
く
江
戸
中
後
期
書
写
本
ら
し
き
叡
真
本
『
牒
状
類
集
』
よ
り
も
古
い
こ
と
は
疑
い

な
い
。
ま
た
正
文
が
最
も
良
質
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
小
早
川
本
『
三
院
衆
議
帳
』
を
本
稿
の

校
註
で
底
本
と
し
た
理
由
で
あ
る
。
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（
1
）　

小
早
川
本
『
三
院
衆
議
帳
』
は
『
小
早
川
文
庫
目
録
』（
京
都
大
学
法
学
部
、
1
9
7
8
、
七
七
頁
）

に
も
著
録
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
全
画
像
が
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

（https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp

）
で
公
開
さ
れ
る
予
定
だ
と
い
う
。
な
お
、
小
早
川
文
庫
は
京

都
帝
国
大
学
法
学
部
教
授
で
あ
っ
た
小
早
川
欣
吾
の
遺
蔵
書
群
で
あ
る
。

（
2
）　

定
光
院
朗
賢
『
記
家
書
籍
目
録
』（
叡
山
文
庫
蔵
、
請
求
番
号
「
別
当
代
文
書
目
録
一
〇
」）
に
、

「『
三
院
衆
議
集
』
一
巻
」（
八
ウ
）
が
「
定
光
院
朗
賢
記
集
」
九
十
七
巻
（
一
一
ウ
）
の
一
つ
と
し

て
著
録
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

叡
真
本
『
牒
状
類
集
』
は
渋
谷
亮
泰
『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
下
巻
（
明
文
社
、

1
9
4
3
、
一
二
〇
六
頁
）
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
正
十
四
年
（
1
9
2
5
）
に
『
滋

賀
県
史
』
編
纂
の
た
め
書
写
さ
れ
た
同
書
の
写
本
『
牒
状
類
集
抄
』
が
滋
賀
県
立
図
書
館
に
現
蔵
さ

れ
て
お
り
（
請
求
記
号
「
一
‐
二
一
〇
〇
‐
二
九
」）、
同
館
近
江
デ
ジ
タ
ル
歴
史
街
道
で
画
像
公
開

さ
れ
て
い
る
（https://da.shiga-pref-library.jp/item

/detail/?id=1002192

）。

（
4
）　

小
早
川
本
『
三
院
衆
議
帳
』
の
本
文
料
紙
に
は
綴
糸
の
通
っ
て
い
な
い
綴
孔
が
幾
つ
か
あ
る
も
の

の
、「
三
院
衆
議
帳
」
と
打
ち
付
け
書
き
さ
れ
た
表
表
紙
に
は
そ
れ
が
な
い
た
め
、
表
表
紙
は
改
装

さ
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
表
表
紙
も
本
文
料
紙
と
同
じ
く
ら
い
古
め
か
し
く
、
ま
た
そ
の
打
ち
付

け
書
き
も
本
文
と
同
筆
ら
し
い
た
め
、
書
写
者
本
人
が
増
補
改
装
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

付
記　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤
研
究
C
、
課
題
番
号
「
二
二
K
〇
〇
一
一
四
」）
に
よ

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


